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兵庫地理55 2010 

漢代画像石からみた古代中国食文化

一山東省を事例に一

1.はじめに

漠代は黄河流域の黄金日制tともいえるにこの時

代に形成された文化は中国文化の基礎を築いた。そ

うした意味からも、漢代の食文化は中国食文化史に

おける一つの黄金時代として位置づけることができ

ると考えられる。

ヰヰ高で取り上げる画像石に描かれている食文化は

漢代祭紀文化の一つで、ある。国j{象石に描かれている

食文化にはその食生活の豊富さ、当時の繁栄ぶりが

凝縮されているため、従来、それらに関する研究が

多い 2)。これらの画像は多種多段な性格を表わし、

その新しし 1解釈の可能性を生み続けている。とくに、

これらの画像は漢代文化の復元に重要な手がかりと

なっていることは否定できない。

しかし、画像石に関して歴史学、文献学、考古学

などの分野において多くの蓄積がみられるが一方、

文化地理学的伊占からの研究は管見の限り少ない。

そこで、ヰ守高では先行研究をふまえつつ、 IlJ東省の

画像石に措かれている図像および漢代文書の食文化

に関する記事から、漢代食文化の何故について究明

することを口的とするc

2.山東省の歴史空間

山東省は「斉魯;文化」で世に知られている。 r斉
魯文化」は春秋戦国日寺代にIJ，東省内で、形成、発展し

た地域文化である 3)。考古学の成果によれば、この

地域は祈源猿人→祈沫旧石器文化→祈沫細石器文

化→北辛文化→大波日文化→龍山文化→岳石文化

という 40'"'-'50万年の歴史を有し古代中国で最も繁

栄した地域とされているc自然地理的には、泰山を

中心として、准河 -11斉7](・黄河・黄海・湖海を境界

線として、三の地域は泰山文化圏 4jと呼ばれるほど

独自性の強l¥文化的領域が形成されていたと考え

子亜

られる。

したがって、歴史記鈴や考古遺物の諸特徴、自然

環境、生類薄成や悶谷文化の特色などの諸要素から

みて、山東省は一つの食文化圏いわゆる「泰山食文

化圏」として位置づけられる。この地域を実践にす

ることは、漠代食文化研究だけではなく、中国食文

化研究全体の上でも大きな意義をもっといえる。

では、材高で取り上げる画像石の舞台となった漢

代の山東省はどのような地域で、あったろうか。

まず、戦国時代の記録ではあるが、当時すでに、

経済の中心として繁栄していた臨池の状況について

は、以下の記述がある。

都の臨悩は七万戸ある。 …・・臨楢は、大変裕福

で充実している。市民は皆、笛を吹いたり25を

q料、たり、筑を鳴らしたり、琴を弾し 1たり、闘

鶏や犬競争(ドーグレース)をしたり、すごろ

くやけまりを楽しまぬ者はないのである。また

市街には、車のこしきがぶつかり合い、人の肩

と肩がすれ合いまた襟と襟が連りあって維にな

り、快を上げると幕となり、更に汗をふるうと

雨になるほど、人出が多く、総ての家が豊かに

富んで、市民の士気は甚だE王盛である 5)。

といっているが、漢代においても、臨泊の繁栄ぶり

とその生活がおとろえたとは思われない。

漢代の司馬遷による中国最古の史書、 「史記』に

は当時の山東地域について次のように記録している。

太公望は営丘(山東・呂楽の東南)に封ぜ、られ

たが、領地は塩分の多い湿地で住民が少なか

った。そこで、太公は女功(婦人の仕事、機織

縫刺禰など)を勧めて工芸の技巧を極め、魚・

塩を移出して有無相通じたところ、人も物も

集まり、縄のように連続して車寄奏した G)。

泰UJ周辺についても記している。

泰山といえば、その陽が魯で陰が斉であるc斉

の地はIIJ海をめぐらし、沃野千里、桑・麻を
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植えるに適し、人民多く、美しい文総の織物

や布自・魚塩の産が多い。臨猶もまた海(東

海) ・岱(泰山)の問の一都会である。その

風俗は緩やかで、ゆったりしており、智恵が

あって議論ずきで、ある。静かに土地に落着く

のを好んで騒動を嫌い、集団の闘争では弱し、

が、個々の撃ちあいには勇敢である。したが

って人を劫かす者が、一般に大国の風がある。

街には士・農・商(商行) ・工・賀(府商い)

の五民を包容している。さてまた趨・魯の地

方は、 f朱水およむ湖水の流域に位し、今なお

周公の遺風を伝えている。その風俗は儒術を

好み礼儀を備え、したがって住民は細々と恭

しい。桑や麻の産業はかなりあるが、キオで沢の

恵に乏しく、そのうえ土地がせまく人口が多

いので生活に倹しく、罪を畏れ邪悪に遠ざか

る風がある 7)。

さらに物産などについて次のように記載している。

祈水(山東南部) ・湘水(江蘇北音防以北は、

五穀や桑・麻・六畜(馬・牛・羊・鶏・犬・豚)

に適するが、土地がせまく人口が多くて、しば

しば洪水・早越の害を受けるため、民は食料の

蓄積を重んずるふうがある 8)。

上述の言改剥土、漢代の山東省の地理空間を説明し

ているが、いくつかの地域的側教がみられる。まず、

山東省は重要な塩産地である。その背景にはこの地

域が蹴毎とし、う地聯句特性がある。漢の武帝の日新吃

に全国に「塩官J(塩を管理する組織あるいは官吏)

を35ヶ所設置した。このうち山東省に11ヶ所あり、

全国の「塩官」の3分の lを占める劫。したがっ

て、塩業は山東省における重要な経済的地位を占め

た。第二に、桑麻の栽I音である。桑麻の産出は織物・

布市などの紡織業の発達を促す。当時の臨楢・定

陶・充父は紡織業の地として全国でも名高かった

10)。第三に、臨猶が当時の中心都市として山東省

に君臨していたことである。臨楢は上流(知~g齢階

層・農民・行商人・労働者・戯曲部人によって熱気

にf益れる大商業都市の性格がみられ、織物キ布吊・

魚・塩などの物産の集散地として発展していた。第

四に、農業「五穀」、牧畜業に適した地域であるc

ここで取り上げた「五穀」はおそらく麦・アワ・稗・

豆・麻であろう。さらに、土地少なく人多い、また

頻繁な自然災害とし、う地理的特徴を明示している

のである。

3.画像石の分布

上述のように司馬遷は、漢代の山東省の糊教を地

理的、経済的に説明しているが、本省は漢代の画像

石が最も広く、多く分布している地域でもある 11)。

漢代画像石の全国的分布は、黄河流域の中・下前減

を中心に、北は北京、東南i討折江省の海寧県、西南

は雲南省内の昭通県、東は山東半島の牟平県、西に

四川省内西部地区の雅安、西北に甘粛省の成県と険

北の検林を含む広範囲に及んでし、る。山東省での分

布は南部と中部に集中している(第1図)。具体的

にみれば、最も多く分布しているの仕朔ヰーから泰安、

済寧、目奈川、|を結ぶ一帯である。北部の猶博、 j搬の

周辺、南部の臨祈以北の一部の地減および山東半島

の東北部、青島周辺からも発見されている。すなわ

ち、現在の省内にある 109の市・県のうち60近く

の地域から画像石の存在締鶴、されており、かなり

広範な画像石の分布は山東省の特徴となってし、る。

では、なぜこのように多くの画像石が造られたので

あろうか。その背景としては、①当時この地域の経

済的繁栄、②農工具、/噌告から、車馬器、鍋釜のよ

うな日用品など、多様な工具に至るまで広く使われ

た鉄器の鋳造技術の発展、③豊富な石材、そして最

も重要なのは、④当時盛んに流行した厚葬およひ守且

先崇拝の儒教思想の伝統、で、あったと考えられる。

注目したいのは、③の豊富な石材である。その典

型的な事例として画像石の存在が多く確認されて

いる嘉祥県を取り上げる。漢代の豪族がここに多く

の墓葬を画像石で装飾した背景の一つはこの地域

の豊富な石材資源と関連していたことが考えられ

る。

山東省西部に位置する薪半県は太古の夏王朝に

設置され、悠久の歴史をもっ雄誠であるD 第2図は

清の光緒時代に編纂された隠許学県志』に掲載され

ている「嘉祥県県境図Jである。ここで、まずこの
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第1図 山東省における画像石の分布と主要文化遺跡

参考資料:李発林『山東横酉像石研刻斉魯耕土1飽259頁

持問『山東盈史』山東人民出版社 1的12 11却頁によりf械

注:(剖悼文仕遁跡(膝州市) 舗 E山文化遺跡(章丘柿巨山働

②大技口文イ回跡(泰安市 ④岳石文イ出掛(平度市岳石村)

絵図の特色について4項目に分類してみよう。q凍
落表現-この絵図には寡洋県域を中心として、焦城、

国城、紙坊集、南鎮集、狼山集などの集落が広く配

置されている。そこには当時の集落形態を表現しよ

うとする意図が表われている。②領域表現一東西南

北における県境の明示は、県境図作成が一つの主目

的とされているこの図の性格を反映するもので、あ

ろう。また、それは当時の f嘉祥県」の領域をも明

示するものであろう。③地勢表現ーこの絵図にみら

れる地勢表現は樹林などの植生を表現することで

はなく、多くの高山・深山・河川を表現することで

ある。④名所・旧蹟表現ー御陵・寺・廟・澗・塚な

どの人為的要素についての表現は、当時の歴史的領

域を反映するであろう。とくに、文字注記された景

観諸要素について、この絵図には、嘉祥県の豊富な

歴史的・伝承的・民俗的世界の情報が散りばめられ

ていたことが理解できる。

『薪挙民志』にある「山川Jとし、う項目に99の

山の名がま線されている 12)。また、薪槻につい

てつぎのように記している。

嘉祥は狭い土地であり、その半分は高く大き

な山が広がり、住民は樹木など、知らないほど

の不毛の地である 13)

この記述においては山間部に位置し、展開するこの

地域には岩山が多かったことを示唆していると考

えられる。さらに「固山Jとしづ山について次のよ

うに記している 14)。

石堅頑不生草木

石は回すぎて、お同生えない。

第 2図に描かれているようにこの地域は多くの山

に囲まれ、古代から石の都と呼ばれる。今でも住民

の半数以上は石材と関連する仕事をしている(写真

1)。この地域に点在する山、あるいは山を領有す

る地域社会が漢代画像石の製作に多くの原材料を

提供していたことカ沖量測できる。

円。



第2図薪半県県境図

出典:清光緒時群県d剖

4.庖厨図と宴飲図にみる食文化

画像石は石材にさまざまな画像を彫刻する絵画

表現で、前調免期から後漢終末期 (BC.25"'"'AD. 220) 

にかけての200年以上にわたって広く普及した。画

像石で装飾されたのは墓葬、絢堂、墓関、廟閥、石

室、石棺などであり、その主な目的は被葬者の祭記、

被葬者の生前の生活の再硯などである。画像の麟オ

にはいくつかの形式があるが、歴史的故事、神話・

伝説、自然景観、人物、動物および当時の佐会生活

を反映し、漢代の人々の文化や信仰を表現している

ものが多くみられる。したがって、歴史、美術、建

築、宗教のみならず、食文化史研究においても、漢

代画像石は欠かせない重要な史料となっている。

人々の生活をテーマとする画像はさまざまである

が、食に関する画像はその画像の内容に従って、 2

種類に区別することができる。その一つは調理場を

テーマとする庖厨図であり、もう一つは宴席、舞踏

などの豪族の亨楽生活を表現している宴飲図である。

写真1 薪半県満洞期繰石場

(筆者撮影 2007/10/22)
第 1表に示したように、管見の限りでは山東省画像

石中には庖厨図が29点、宴飲図が18点見出された。

ここでは庖厨図5点、宴飲図4点を取り上げ、当

時の山東省食文化の糊敷について考察する。まず、

庖厨図の場面では、第3図の山東灘械氏洞前石室

第14石の画像のように、二人の男性調理師が働く
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第 1表 画像石にみる漢代山東省の食文化

名称 番号 遺跡位置 主な表現内容 出典

第祥県武梁澗(東壁)
カマド、水汲み、犬の屠殺、鴨・兎 ・魚 ・豚の頭 ・豚足の

『武氏澗漢画像石』図41 干物など

2 嘉祥県武梁澗(前石室) 羊・豚 ・犬・鶏(烏)を屠殺する場面など 『武氏調渓画像石』図18

3 嘉祥県武梁柄(前石室) カマド、鶏 ・兎 ・魚・豚の頭・豚足の干物など 『武氏洞漢画像石J図25
4 姦祥県武梁澗(官官石室) 羊・豚 ・犬 ・鶏(鳥)を屠殺する場面など 『武氏問淡画像石』図47

5 嘉祥県宋山村 カマド、魚・豚の頭 ・豚足の干物など 『山東淡画像石選集』図168

6 嘉祥県宋山村・ カマド、犬屠殺、兎 ・魚 ・豚の頭 ・豚足の干物など 『山東漢画像石選集J図189
7 嘉祥県宋山村 カマド、粉をこねる、犬屠殺、兎・魚 ・豚の頭・豚足の干物など 『山東漢画像石選集』図190

8 嘉祥県南武山村 カマド、紛をこねる、犬屠殺、兎・魚・豚の頭 ・豚足の干物など 『文物~ 1986-4 

9 嘉祥県南紙坊鎮 カマド、兎 ・魚 ・鶏干物など 『文物~ 1986-5 

10 嘉祥県焦城村 カマド、水扱み、醸酒、豚の屠殺など 『嘉祥漠画像石』図4

11 慕祥県察氏周村 カマド、水汲み、醸酒、豚の屠殺など 『慕祥漢画像石』図11

12 姦祥県繋氏圏村 カマド、飯酒、魚 ・鶏・豚の屠殺、鶏 ・魚・1家足の干物など 『嘉祥漢画像石』図12

13 嘉祥県 カマド、醸酒、豚の屠殺、鶏 ・兎・豚足の干物など 『纂祥話集画像石』図24

庖 14 嘉ー祥県五老注村 カマド、粉をこねる、豚の屠殺、魚の干物など 『嘉祥若葉商像石』図88

蔚 15 嘉祥県花林村 粉をこねるなど 1i1'ff祥漢画像石』図104
図 16 嘉祥県+塁鋪村 カマド、粉をこねる、豚 ・羊の屠殺、 『嘉祥漢画像石』図144

17 首県東莞鎌 カマド、料理の調理、鶏 ・;魚・豚の顕の干物など 『文物~ 2005-3 

18 微山県両城村 カマド、水汲み、豚肉・豚足の干物など 『山東漢画像石選集J図26
19 微山県港南村 カマド、水汲み、豚肉 ・豚足の干物など 『山東漢画像石選集』図48

20 都県黄路屯村 カマドを使用して煮炊する 『山東漢画像石選集』図55

21 告R県城関村 カマド、粉をこねる、兎 ・;魚 ・豚の頭・豚足の干物など 『山東漢商像石選集』図114

22 済摩市城南張村 豚 ・犬の屠殺など 『山東淡画像石選集』図153

23 膝県庄里村 カマド、水汲み、豚肉 ・鶏 ・豚の足の干物など 『山東漢画像石選集』図327

24 梁山県百基山村 カマド、水汲み、犬の屠殺、兎 ・鶏・豚肉の干物など 『山東漢画像石選集J図464
25 長?背県孝堂山村 カマド、水汲み、犬の屠殺、魚 ・鶏の干物など 『文物~ 1961-4・5

26 祈南県北塁走村 カマド、水汲み、犬の属殺、料理の調理、兎・鶏・豚肉の干物など 『折南古画像石墓発掘報告』

27 折南県北察村 料理の調理、豚肉の干物など 『昔干南古画像石墓発掘報告』図36

28 臨百千県白庄村 カマド、水汲み、羊・犬の屠殺、兎・鶏・豚肉の干物など 『山東漢画像石選集』図367

諾城県前涼台村
カマド、水汲み、醸酒、肉の串焼き、豚 ・羊の屠殺、料理

『山東漢商像石選集』図54929 の調理、魚 ・烏 ・豚肉の干物など

30 嘉祥県武梁軍司(前石室) 酒の容器、耳っきの酒杯など 『武氏洞漢画像石』図18

31 嘉祥県武梁洞(前石室) 琴、t簡の若手器、耳っきの酒杯、皿、碗、兎・鶏・豚肉の干物など 『武氏胴漢画像石』図25

32 嘉祥県宋山村 箸、酒の容器、耳っきの酒杯など 『慕祥漢画像石』図18

33 姦祥県斉山村 笛、溜の容器、耳っきの酒杯、皿、碗など 『嘉枠漢画像石』図81

34 嘉祥県徐村 琴、酒の容器、耳っきの酒杯など 『嘉祥漢画像石』図25

35 嘉祥県紙坊鎮 笛・簸などの楽若号、酒の容器、耳つきの酒杯など 『嘉祥話集画像石』図133

36 嘉祥県紙坊鎮 琴・笛、酒の容器、耳っきの酒杯、潜壷など 『嘉祥漢画像石』図135

37 嘉祥県十塁鋪村 琴・笛、酒の容器、耳っきの酒杯、酒壷など 『嘉祥漢画像石』図144
宴 38 微山県溝南村 舞、酒の容器など 『山東漢imii象石選集』図46
飲
39 微山県-潜南村 溜の容器など 『山東漢画像石選集』図47図
40 自阜県張家村 潜の容器、酒杯など 『山東漢画像石選集』図25

41 臨折県白庄村 舞、楽器、酒の容器、酒量など 『山東渓商{象石選集』図364

42 t斤水県韓家曲村 舞、琴 ・簸、酒の容器、耳っきの酒杯、皿、碗など 『山東漢画像石選集J図448
43 梁山県百基山村 酒杯など 『山東漠画像石選集J図462
44 諸城県前涼台村 酒の容器、食器など 『山東淡画像石選集』図542

45 諸城県前涼台村 舞、簸などの楽器、酒の容器、耳つきの酒杯など 『山東漢画像石選集J図553
46 折南県北察村 酒の容器、耳つきの酒杯、潜壷、食器など 『若干南古画像石墓発掘報告』図28

47 蒼山県 琴・笛、酒の容器、耳っきの酒杯、沼壷など 『考古~ 1975ー2、図8-2

資料:
朱錫録編 『武氏洞漢画像石J 山東美術出版社 1986 
朱錫録編 『姦祥漢画像石J 山東美術出版社 1992 
山東省博物館編 『山東漢薗像石選集』斉魯害社 1982 
曾昭婦、蒋宝庚、禦忠義 『祈南古画像石纂発掘報告』 文化部文物管理局 1956 
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第3図 山東嘉祥 ・武氏絢画像石庖厨図

(後漢 薪半県文物局所蔵)

出典:関野貞「支那山東省における

漢代墳墓の表査制

『東京帝国大学系E要』第8冊第1号 1916

第4図 山東薪半・武氏桐画像石庖厨図

(後漢嘉祥県文物局所属D
出典:林巳奈夫「漢代の飲食J W東方学報京都リ

京都大学人文科学研究所 1975 

第5図 山東肥城・孝堂山石室画像石

庖厨図(後漢)

出典;関野貞「支那山東省における漢代墳墓の表飾」

『東京帝国大学五己要』第8冊第1号 1916 

厨房の一部の場面が描かれている。一人はカマド番

で、カマドの様子を見ている。もう一人は小屋の天

井に吊るされているニワトリ・牛の首・子羊・魚・

腿肉を取ろうとしている。

第4図は第3図とほぼ同様の場面である。天井か

ら吊るされているこれらの動物の肉は乾:燥加工し

た貯蔵食品であろう。後緋械の『斉民野間舗

賭第七五)には、鋳(ガチョウ)・嬬(ヒシクイ)・

鶏・鴨(家昭島) ・鶴(マナヅル) ・鳩(ノガン)

亮(ノガモ) ・維・兎・錦(イエパト) ・鶏(ウズ

ラ) ・生魚を乾燥する加工方法が掲載されている。

このこつの画像は当時、魚・肉を乾燥して保存する

方法が一側告であったことを示唆している。

第5図も調理場の様子を主題としており、登場人

物は6人の男性調理師である。この図にも前掲の2

図と同様の表現がみられる。たとえば、カマドの様

子を見る人や左側に魚・兎の干肉が吊るされている

ことである。また、異なる表現もみられる。たとえ

ば、亀の干物がさがっていることや画面下方にカマ

ドで煮炊きする場面がみられること、さらに生きて

いる家鴨・犬も描かれていることである。

第 6図は調理師の行動を主題として膨大な厨房

内の光景を細かく表現しており、調理と関車のある

さまざまな活動が多く描かれている。この点でこの

図の特異性が際立てっている。例えば、 42人の男

性調理師を配しているこの点で、これらの調理師は

それぞれ自分の仕事をこなし、大きな宴会の準備の

ために忙しそうに立ち働いている。画面の上部から

みると、木架台から干物が吊るされており、右から

数えると 11本ある。その近くで肉の干物造り 7人

のうち5人が庖丁で魚・肉を調理し、干す準備をし

ている。また、肉の串焼きの光景もある。これは、

肉の串造りと串焼きをそれぞれ 2人で担当してい

る。井戸の周囲には屠殺したばかりの家鴨を水で洗

う人、水を汲む人、カマド近くでカマド番キ者炊き

する人、大きな斧を振り上げて薪を割る人、これら

寸車の場面が牛・羊・豚を屠殺して干肉を造る過程

を示している。この図に登場する動物には魚・家

鴨・犬・剥島・羊・豚・牛などがみえる。さらにそ

の下の人物は袖を巻きあげて何かを握ねているが、
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第6図山東諸城京台画像石墓庖厨図

(後漢後期諸城県博物館所鴻)

出典:任日新「山東省諸城漢画像石JW文物JI1981 

第 10期

写真2 漢代のかまど模型

(遼陽博物館所蔵 201α3/20筆者撮影)

小麦粉の可能性もある。というのは後漢時代に小

麦の粉食が普及していたからである。これほど多様

な素材が一つの画像石に描かれることは、当時最高

の調理技術を示していると考えられる。

第7図は動物を主題とするものである。上段には、

二人の男性が棒に豚の四肢をくくりつけて担ぎ、ま

さに台の上に置こうとしている。その近くの一人の

男が羊を解体している。下段には加工した魚と動物

を台の上に並べこれから紺呆しようとする姿があ

る。カマド番は冥剣に火の様子を見つめ何か貴重な

料哩を煮炊きしているようである。こうした調理形

態が今日まで全く変わっていないのは興味深しL

上述した5点の庖厨図から、当時の調理に関する

具体的かっ貴重な情報を得ることができる。まず、

共通点としては羊、豚・鶏、兎、魚などの肉類や干

物が吊るされる場面と、肉類の乾燥ヰ煮焼の場面が

挙げられる。陸上キ梅洋、河川から豊富な食材を集

め、豪華な料理を調理していることから、素材の多

様性、そして漢代の調理師が高度な技術を身につけ

ていたことが推測できる。また、調理に使う道具に

はまな板、庖丁、焼串、ざるなどがある。特に第6

図において、土や石などでできた作り付けの堅固な

料理用かまどが描カれてしも。かまどの形が四角で、

その上で煙突がついている。大きな鍋はかまどの上

にのせて直火で熱したのである。多くの庖厨図にこ

のよう料理用かまどが描かれている。さらに、近年、

中国東北地方に位置する明代の軍事的都市である

遼陽から漢代のかまどの模型が出土したことは当

時、このような料理用かまどの使用が一味鮪句であっ

たことを意味すると考えられる(写真2)。

素材の取り扱し、について、多様で、高価な素材の調

理に特化した調理師も存在していることから、すで

に調理師の専門集団が存在していた可能性がある。

このような専門集団の存在は素材に対して一定の

闘すが要求される調理において、分業が発達してい

たことを反映している。さらに、もっとも普i麗句に

みられるのが獣肉などの干物であり、これらの表現

から、保存食品が当時すでに数多く登場し、宴会を

支える重要な素材の一つであったことを物語って

いる。冷蔵・冷凍設備の無い古代には、たとえ魚・

-7-



第 7図 山東祈南画像石墓 庖厨図(後漢末期祈南文イ凶甑庁劇

出典:曾昭橘・蒋宝庚・禦忠義 『折南画像石墓発掘報告』文化部文物管理局 1956 図版48

肉の干物でも春と夏の両季節には長期保存が難し では、文献史料には漢代の食文化についてどのよ

くなる。山東省の秋は今でも収穫の季節であり、越 うに記録されているであろうカも画像石に描かれて

冬の準備の時でもある。そうした意味からも、吊る しも食材の裏付けとして、『東観漠記』闘における

され乾燥加工されている肉類は秋の季節を暗示し、 食の記事を抽出して第2表にまとめた。この表には

夏ではなく秋の行事であることを示唆していると

見なすことができる。

ここで、当時の気候の糊蜘こついて瞥見してみよ

う。 1920年代から、気象学、雄日里学、歴史学、農

学などさまざまな分野において、中国の古代気候に

関する研究が多く蓄積されてきたへとくに地理

学者、竺可棋の「中国における五千年近くの気候変

遷に関する研究」は中国だけではなく、国際的にも

注目され、中国歴史気象学の基礎を固めた研究とし

て位置づけられた 16)。この論文によると、春秋時

代から西漢までは長い温暖期が紺続した。寒冷期は

東漢時代から始まっており、 4世紀前半まで特続し

た。その時の年平均気温は1960年代より約2、3
0
C

低下しており、その後南北朝時代に寒冷期が訪れ、

6世紀前半までの河南・山東一帯の気候は 19印年

代より寒かった。そののち7世紀中期緒的まで、

気候は温暖化した 17)。竺の研究によると、中国の

漢、願寺代の気候は温陵喋冷(東漢)一温暖とい

う変化を経験した。このうちでも、寒冷な気候は食

物の長期保存に有利な環境を提供していたとし、え

る。

全部で21件の素材名があり、バリエーションの豊

富さ、多様さを示している。それを大別すると、①

肉類:羊・牛・豚・犬・馬・兎・鹿など、@淳史物類:

餅・豆粥・麦飯、③野菜・果物類:萌蒜・檀・橘・

龍眼・嘉枝、⑥魚介類、⑮酉類、となる。ここで、

注目したいのは肉類である。第2表にある 33件の

項目には「肉jと関連のある記事は20件を占めて

いるように、「肉」は漢代において消費{雌の高い

食材だといえる。とくに、羊肉は食用だけではなく、

事例番号15・19・21に記したように賜物、贈答品

としても使用されていることが特徴の一つである。

事例番号15には、売との戦中に矢に当たって足(目長

腔)が負傷した馬援の療養に、君主は「羊三千、牛

三百頭Jを与えたことを記している。羊の頭数を牛

の十倍も与えるということは、当時、牧羊の発達に

よって、羊肉食が一般的な存在となり重要な地位で

あったことが窺えるcでは、一蝦的に府兵はどのよ

うな肉を食用にしていたのであろうか。事例番号

18には、 f関仲叔は生活が貧しい上に、病気にか

かり、肉を買う金がないため、一日に一枚の腕干し

か買えないJと記している。この記事には漢代の

。。



第 2表 『東観漢記』に記載されている食生活

番号 種類 記事 典拠

l 酒、肉 帝飲食誇笑如平常、独居帆不御酒肉。 巻一 世祖光武皇帝

2 狗、馬 越王庶兄胡子進狗炊馬甑。

3 魚 高進食炎魚、帝大饗唱。

4 米、魚、塩 彰寵遣米繍魚塩以給軍糧。

5 粟
自王葬末、天下早霜連年、百毅不成。元年之初、耕作者少、民飢儀、黄金一斤易粟

一石。

6 酒麹 二年詔禁民無得酷賓酒麹。 巻三 敬宗孝順皇帝

7 酒 乃休諸将、置酒、賞賜之。

B 麦、免、豆予防
時天袋烈、衆皆飢疲、J鋳呉上豆粥。明旦上謂諸将、日昨日得公孫、豆粥鍛寒倶解及至

巻九 J矯異
南宮間王郎軍将至、 j僑異進一笥麦飯免肩、因渡呼泡f可。

9 彰師殿東入弘農界、百姓持酒肉迎軍c 主将彰

10 牛、酒 越人伺候者間車努不絶、而門限断、以漢兵大衆、乃奉牛酒労軍、由是遂安。 巻十 減宮

11 牛、酒 漏異・・・・・・使中大夫致牛酒、宗族会郡県給費。

12 肉
萎胡見客、肉未熟、人人長脆前割之、血流指問、進之子園、国紙為唱、不稀賎之、是

貧困
以愛之知父母也。

13 飯 高巡行守舎、止大樹下、食繍乾飯屑飲水而己。 巻十一 張高

14 酒 郭況遷大楠雄、上数幸其宅、飲酒、賞賜金烏甚盛。 郭況

15 莱重量 堅鐸北当董訴、 一年間道路隔絶、糧鈍不星号、鐸疏食莱糞、奥士衆共之。 堅鐸

16 羊、牛 援為臨西太守、討先、中矢貫勝腔、上関、賜羊三千、牛三百頭以養病。 巻十二 馬援

17 鹿 朝送鹿勝、寧用飯也。 馬光

18 牛、沼 汝南太守欧陽欽召郵慨為功曹、汝南奮俗、十月饗会、百里内皆粛牛溜到府飲議。 巻十五 郵'陣

19 猪肝 閲仲叔・・・・・・居安邑、老病家貧、不能得銭買肉、日寅一片猪肝。 巻十六 問責

20 羊 毎鵬、詔賜博士羊、人一頭、羊有大小肥痩。時博士祭沼議欲殺挙、稿分其肉。 車字

21 肉
超行詣相者日「祭酒、布衣諾生爾、市当封侯寓里之外。 」超問其状。相者日「生鷲領

斑超
虎頭、飛而食肉、此寓里候相也。 J

22 牛、羊 太守王朗舶給糧食、布布、牛羊、ー無所留。 桓醗

23 牛、酒 j盈年詔、使賜牛酒。 桓駕

24 緒 承宮・・・・・・、破邪姑幕人。少孤、年八歳、人令牧猪。 巻十七 承宮

25 酒
李充兄弟六人、出入更衣、家貧親老、充姿勤具居。充使醸酒、会親威、充啓其母臼

巻十九 李充
「此婦勤異居。不可奉祭把、誇去之。J

26 酒、肉
張表・ ・・・・・遭父喪、疾病暇年、自無所見、 耳無所問、服関、盤薬救療、歴歳乃夢。

張表
毎弾琴側憤不能成盤、見酒肉宋嘗不泣、宗人親厚節会飲食宴、為其表不設楽。

27 小麦、萌蒜 考i:f旬為克州刺史、所種小麦、萌蒜、悉付従事、一無所留。 李情

28 酒 父来、適会正直説、公卿寵朝、倶賀歳、奉沼上酪父欝。 張臨

29 魚、肉 常念兄輿娘在家勤苦、而己濁尊楽、故常服o糖、不食魚肉之味。 調翁

30 蹴食 楊震・・・・・・性公療、不受私謁、子孫常競食歩行。 巻二十 場震

31 餅 父曙餅、毎自買進之。 巻二十一 驚彪

32 肉 今後宮之女数千、食肉衣続、量不貧困乎! 陳蕃

33 援、橘、龍眼、嘉枝 建武中、南単子莱朝、賜御食及燈、橘、飽眼、嘉枝。 巻二十二句奴南単子

34 醇酒 母家素豊、貸産数百湾、乃益醸醇酒、寅刀翻.衣服。 巻二十三呂母

出典:漢劉珍等撰『東観漢記』台湾中華書局中華民国59年
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第8図 山東』蹴 ・孝堂山石室画像石

宴飲図(後漢〉

出典:関野貞「支那山東省における漢代噴墓の表飾」

『東京帝国大学紀要』第8冊第1号 1916

第9図山東諸城涼台画像石墓宴飲図

(後漢後期諸城県博物館所蔵)

出典:任日新「山東河野蹴漢画像石J

『文物I~ 1981第10期

第 10図山東諸城涼台画像石墓宴飲図

(後漢後期諾城県博物館所蔵

出典:任日新「山東融政換画像石J W文物I~ 1981第10期

人々が豚の肉だけではなく、内臓も食用とすること

を示している。さらに、資力に乏しい人々は羊肉ど

ころか、豚の肉も口にすることができないことも示

している。この第2表の記事を通して、画像石に描

かれている羊・牛・豚・犬・魚・兎・鹿などの耕オ

泊液用されていることが文献でも掘忍できた。もう

一つ、記事の中で重要な示唆を与えてくれるのが、

社会的階層の高い官僚集団による羊肉の消費であ

り、食文化のF皆級性を顕在化させている。当時、ど

のような食材が高級品で、どのようなものが一駒

なのか、そして食をいかに楽しむか、どれほどの賛

沢をしているのかが一目瞭然となる。

次に宴飲図の場面を見ょう。第8図は多くの土人

が王座して飲食している場面である。画面には左右

両列に士人が配置されている。中間には長い台が置

かれ、その上には円形の盤、勺を入れた鼎などの食

器が置かれている。

第9図は80人以上の盛大な宴会を表現している。

この豪華絢繍たる宴会は矧靖、音楽、雑技によって

構成され、展開していることがわかる。この80人

以上のなかには富者や豪族は当然として、舞踏、音

楽、雑技の担い手、また断髪によって厳しい罰を受

けたと思われる人も参列している。すなわち、参加

者の多くは演技者であると思われる口画面の上段に

は士人のような人が正座しており、その手前に円形

の盤が置かれている。
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第 11図山東省祈南画像石墓宴飲図

(後漢後期祈南文化館所蔵)

出典:曾B訴ロ・蒋宝庚・禦忠義

『折南画像石墓発掘報告』

文化部文物管理局 1956 図版28

第 10図は宴会の一部を描いており、実際に料理

を港ぶ2人の従者の表現が認められる。料理の種類

は不明であるが、魚、肉を使用した高級料理と推測

できる。 2人の従者が料理を会場まで港ぶというこ

とは、厨房が会場の除あるいぽすこし献もるとこ

ろにあることを意味し、豪邸の広さ、身分の高さを

示唆していると考えられる。

第11図は食品の配列を主題とする。画面左側に

方形と円形の台はそれぞれ2台ずつある。 2台の方

形台にそれぞれに 10個の耳杯が並べられている。2

台の円形台のうちl台に食品を載せた円形の盤、も

う1台には2尾の魚が置かれ、近くに壷・勺・鉢な

どの食器も置かれ、食品の豪華さが窺えられる。

ここで、魚料理に注目したしL中国では魚文化へ

の郵見は太古から始まったので、ある。商代の甲骨文

字に「魚jの文字がすでに柄主していた(写真3)。

『詩経Jにも魚の文字が頻出している。また、『古
楽府詩』には

客後遠方来、 客は遠方から来られ、

遺栽双鯨魚、 我家に二尾の鯉をお土産にし、

呼児烹偲魚、 子供に鰻を料理させ、

中有尺素書。 中にメイセージがある則。

とし、う詩がある。この20文字には、⑤魚はお土産

として使用できる、②魚の数は二尾を強調している。

それは中国文化における「偶数Jへのこだわりを表

している。⑩駄の高級感である。『撤到には「量

其念魚、必河之鰹jとし、う詩句がある。この「鯉J

は粛可の鯉を意味する。つまり、当賎黄河祈誠に

写真3 商周北土展示」の文字顎変

(遼寧省博物館 2010/3122筆者撮影)

位置する山東地域における宴会に登場する魚は黄

河の鯉だけ鰍リできる。⑥魚は友情と信頼の劇敷で

あり、人間関係と信頼関係を京樹守する道具として位

置付けられている、という要素を包含していること

が考えられる。この「人間関係と信頼関係Jは具体

的に祭紀・婚ネレ祝賀などの宴会にも呈している。

すなわち、魚は食物という御j以外、さまざまな文

化的な意味もする。山東省には河川|、湖が多く分布

している。その上に、臨海という地理句な位置は豊

富な水産資源が提供されている。したがって魚文化

の発達は当然であろう。

以上 4点の宴飲図には料理を供えたと思われる

食器にすぐれた円形の盤、三脚の壷や鉢カミ使用され、

また台の前には案や壷・勺、鉢、華々杯、勺を入れ

た鼎などの高級な続長が多く描かれており、登場し
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ている容器の種類の多様さ、宴会のきわめて線住な

構成が認められる。これらの容器は、食器として儀

式の種類キ参加者の身分を表象し、もっとも重要な

社会的位置づけをもっていたといえる。すなわち、

食物・食事f官去の形式化、儀式化にともなって、食

器の多様化、高級化がみられる。さらに、多数の人

物の舞楽、来散を演じる場面までも含むため、盛大

な宴会の情景が窺える。これらの画像は大規旗な宴

会のシーンであり、当時、豪華な料理が存在したこ

と、食の空間を郵見することは疑いなし¥

漢代においては、画像石および『東観漢言叫に表

現されているように、地方貴族の中には経済力が向

上し、食生活も豊富で豪著な者が現われてきて、華

麗優美な食文化が展開された。彼たちは宴会に惜し

みなく大金を投じて、食に衆目が集まった。料理の

豪華さはもちろんであるが、食器も豪華なものであ

り、彼たちの権力を誇示する意図が窺える。それと

対照的に、第2表の事例番号18、23、24、28に登

場するように、一般庶民の生活は者ったものではな

く、むしろ困窮しており、貴族とは格段の差をもっ

低いものである。つまり漠代の食文化は貴族的な料

理が第一千設で、あった。

5.おわりに

以上、画像石の庖厨図と宴飲図の考察を通して、

山東省の人々が今日J恩悪を被っている食文化の基

礎は、早くも漢代に形成されていることを確認でき

た。さまざまな歴史的条件と自然環境のなかで、漢

代の人々は食生活の多くを伝統的な家畜である

羊・家鴨・豚・犬・魚などの干物に頼り、多様な食

材を巧みに利用していたことが分かる。さらに、こ

れらの動物の車ぴ呆肉を保存食として利用したのは、

古代中国食文化の特徴の一つで、あるということが

確認できる。

注目したいのは調理における分業である。第3-

5図に描かれているように、42人の調理師はそれぞ、

れ高度な調理技術の持ち主で、あったと思われるが、

それぞれの担当部門はきわめて細分化されていた。

それらは羊・家鴨・豚、魚などの屠殺係、肉の干物

造り係、串焼き係、水汲み係、カマド係、煮炊係、

薪係、調味係、運搬係、主食管理係など10種余り

になる。このように調理師が秩序立った形で胃己置さ

れることは当時の宴会の盛大さ、豪華さを示唆して

いるのと同時に、漢代に如、て、この般或では素材

の多様化につれて、紅案・案 20)を厳密に分けてお

り、このことl誠実代における山東省食文化の隆盛を

示している。

一方、亡くなった先祖を祭る時、埋葬する場所に、

この多様な肉類が描かれたことは、被葬者の5齢、権

力と豪華な生活ぶりを射蚊している。最も美味しし、

食べ物、最も新鮮なものを用意して、先祖を祭り、

祖先に感謝と敬意がこめられていたとし1う意味も

看取れる。

山東省の食文化は数千年の歴史の中で継承・発展

し、独自の料理文化を形成してきた。陸上や海洋、

河川|から豊富な素材を集め、多彩、豪華な料理を調

理していることは今日も変わらないことである。本

稿では、山東省、漢代画像石に描かれている食生活

の基本的性格について検討したc 主食、高IJ食など

の個々の問題について検討する余地はなかったが、

これは今後の課題としたい。

イサ言己

林高作成にあたって、神戸大学人文字研矧仮谷

川孝治先生にご指導を頂きました。また、調査に際

しては、山東省博物館、山東省図書館、朔有市図書

館、諸城県博物館、菖県博物館、嘉祥県文物局、山

東大学図書館、遼寧省博槻宮、遼陽博物館にお世話

になりました。記して感謝し1たします。なお、本稿

の骨子は人文地理学大会 2007年 11月18日(於、

関西学院大学)で発表した。
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